
建材情報交流会 － 建築材料から“環境”を考える －

第１６回 建材情報交流会“建物の保全”－メンテナンス－

「結露を予防して気持ちよく暮らそう」

パナホーム㈱

居住環境研究室長 中川 浩
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結 露

カ ビ

シロアリ ・ 腐 朽ダ ニ

アレルギー疾患の原因

人の健康に悪影響 家の健康に悪影響
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乾き空気・湿り空気・飽和湿り空気乾き空気・湿り空気・飽和湿り空気

◆◆乾き空気乾き空気
・水分を含まない空気。自然界には存在しない。・水分を含まない空気。自然界には存在しない。

◆湿り空気◆湿り空気
・空気は水分を含む。自然界の空気はこの状態にある。・空気は水分を含む。自然界の空気はこの状態にある。

◆飽和湿り空気◆飽和湿り空気
・空気に含み得る水分には限界がある。この限界まで含んだ・空気に含み得る水分には限界がある。この限界まで含んだ

状態を飽和湿り空気と言い、その時の水蒸気量を飽和水蒸状態を飽和湿り空気と言い、その時の水蒸気量を飽和水蒸

気量と言う。気量と言う。
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露点と結露現象露点と結露現象

◆◆空気の温度を下げていくと、相対湿度は高くなり、や空気の温度を下げていくと、相対湿度は高くなり、や
がてはがては100100％になる。この温度を露点という。％になる。この温度を露点という。

◆露点より低くなると、その空気は水分を含みきれなく◆露点より低くなると、その空気は水分を含みきれなく
なるので、その分が結露として物体に付着する。こなるので、その分が結露として物体に付着する。こ
れが結露現象である。れが結露現象である。

◆よって、結露現象は温度の低いところに集中して発◆よって、結露現象は温度の低いところに集中して発
生する。生する。
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相対湿度・絶対湿度相対湿度・絶対湿度

湿度の表し方には２通りの方法がある。湿度の表し方には２通りの方法がある。

◆相対湿度◆相対湿度
ある温度の飽和湿り空気の状態に比べて、どの割合まである温度の飽和湿り空気の状態に比べて、どの割合まで
水蒸気が含まれているかを表す方法で、％で表す。水蒸気が含まれているかを表す方法で、％で表す。

◆絶対湿度◆絶対湿度
乾き空気１ｋｇ乾き空気１ｋｇ （または１ｍ（または１ｍ3 3 ）中に含む水分量で表現する。）中に含む水分量で表現する。
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空気線図空気線図
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結露の被害結露の被害

◆◆物への影響物への影響
・建築物・家具などの材料劣化・汚染・建築物・家具などの材料劣化・汚染
・人への影響：不快感・人の健康阻害・人への影響：不快感・人の健康阻害

◆直接的被害◆直接的被害
・クロスのはがれ、ガラスのくもり、鏡のくもり、材料のぬれ・クロスのはがれ、ガラスのくもり、鏡のくもり、材料のぬれ
による変色、さびの発生などによる変色、さびの発生など

◆二次的被害◆二次的被害
・カビ、不朽菌の発生による建材の腐朽。カビ臭の発生に・カビ、不朽菌の発生による建材の腐朽。カビ臭の発生に
伴う不快感、カビ、ダニ、細菌の発生に伴う空気質汚染ア伴う不快感、カビ、ダニ、細菌の発生に伴う空気質汚染ア
レルギーの発病レルギーの発病
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押入れ型押入れ型

◆◆押入れは温度が低い押入れは温度が低い
ので、最も結露しやすので、最も結露しやす
い箇所である。い箇所である。

◆外周壁に面した壁面が◆外周壁に面した壁面が
低温になるため、外周低温になるため、外周
面を持たない押入れが面を持たない押入れが
望ましい。望ましい。

◆ものを入れすぎると被◆ものを入れすぎると被
害にあいやすい。害にあいやすい。
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小屋裏型小屋裏型

◆◆夜間、屋根の野地板裏夜間、屋根の野地板裏
面で結露しやすい。面で結露しやすい。

◆結露水が天井面に落下◆結露水が天井面に落下
し天井面にしみを作るこし天井面にしみを作るこ
とがある。とがある。

◆小屋裏の換気と天井防◆小屋裏の換気と天井防
湿層が有効。湿層が有効。
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床下型床下型

◆◆床下地面からの水蒸気床下地面からの水蒸気
で結露が発生し、木材で結露が発生し、木材
が腐朽しやすい。が腐朽しやすい。

◆換気が悪いとカビ、ナミ◆換気が悪いとカビ、ナミ
ダダケなどの腐朽菌がダダケなどの腐朽菌が
発生しやすい。発生しやすい。

◆床下換気と床下地面防◆床下換気と床下地面防
湿層が有効湿層が有効

きのこ発生
防湿層なし
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暖房室型暖房室型

◆◆居間・食堂のような一般居間・食堂のような一般
的な暖房室では、炊事的な暖房室では、炊事
や開放型ストーブによるや開放型ストーブによる
水蒸気発生が多い。水蒸気発生が多い。

◆表面温度の低いガラス◆表面温度の低いガラス
や窓枠･家具裏･畳下なや窓枠･家具裏･畳下な
どに結露する。どに結露する。
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非暖房室型非暖房室型

◆◆廊下･洗面所が一般的廊下･洗面所が一般的
な非暖房室な非暖房室

◆暖房室や浴室などの水◆暖房室や浴室などの水
蒸気が流入して、壁面蒸気が流入して、壁面
などに結露しやすい。などに結露しやすい。

◆結露は常に温度の低◆結露は常に温度の低
いところに集中して発いところに集中して発
生する。生する。
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壁体内部型壁体内部型

◆◆外装材裏面の温度は外装材裏面の温度は

低くここに結露しやすい。低くここに結露しやすい。
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◆◆室内側に防湿層の設置室内側に防湿層の設置
が有効。が有効。

壁体内通気も有効。壁体内通気も有効。

コンセントからの湿気侵入コンセントからの湿気侵入
にも注意。にも注意。
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結露しやすい場所結露しやすい場所
結露はまず部屋の隅で発生する結露はまず部屋の隅で発生する

◆◆結露は温度の低いところ結露は温度の低いところ
に集中して発生する。に集中して発生する。

◆窓ガラス・玄関ドア･室内◆窓ガラス・玄関ドア･室内
隅角部･ヒートブリッジな隅角部･ヒートブリッジな
どは、温度が低くなりやどは、温度が低くなりや
すい。すい。
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表面結露は非暖房室で発生表面結露は非暖房室で発生
しやすいしやすい

◆◆暖房温度が高いほど結露は発生しにくい。低い温度で暖房温度が高いほど結露は発生しにくい。低い温度で

生活したほうが良いと思われているがこれは間違い。生活したほうが良いと思われているがこれは間違い。

◆室内外の温度差が大きいと結露しやすいと言われるが、◆室内外の温度差が大きいと結露しやすいと言われるが、

それよりも、部屋の温度が低くて相対湿度が高いことにそれよりも、部屋の温度が低くて相対湿度が高いことに

よる影響の方が大きい。よる影響の方が大きい。

２４時間全室暖房では結露は発生しない。２４時間全室暖房では結露は発生しない。
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結露防止の基本結露防止の基本

住まい方での対策住まい方での対策 建物での対策建物での対策

◆結露防止は、設計的に防露設計（換気や断熱）が、
できていること。

◆どんな設計をしても、住まい方での、最低の注意は
必要である。

結
露
防
止

結
露
防
止
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換気工法換気工法

◆◆室内で発生した水蒸気は室外に追い出す。室内で発生した水蒸気は室外に追い出す。

◆換気はこの水蒸気を低減する最も有効な方◆換気はこの水蒸気を低減する最も有効な方
法であり、結露防止に最も効果が高い。法であり、結露防止に最も効果が高い。

◆浴室やキッチンなど、水蒸気の多い場所では、◆浴室やキッチンなど、水蒸気の多い場所では、
使用時以外でも換気扇を活用する。使用時以外でも換気扇を活用する。

◆温度を下げずに換気するには空調換気扇◆温度を下げずに換気するには空調換気扇
（熱交換タイプ）を使うとよい。（熱交換タイプ）を使うとよい。

結露の治し方
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水蒸気抑制工法水蒸気抑制工法

◆◆石油ファンヒーターなどの開放型暖房器具は石油ファンヒーターなどの開放型暖房器具は
室内に多量の水蒸気を発生するので、エアコ室内に多量の水蒸気を発生するので、エアコ
ンや密閉型暖房器具（燃焼空気を室外に排ンや密閉型暖房器具（燃焼空気を室外に排
気するタイプ）がよい。気するタイプ）がよい。

◆キッチンはＩＨクッキングヒーターがよい。◆キッチンはＩＨクッキングヒーターがよい。

◆観葉植物は与えた水分の量だけ、水蒸気と◆観葉植物は与えた水分の量だけ、水蒸気と
して室内の空気中に放湿している。して室内の空気中に放湿している。

結露の治し方
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乾燥除湿工法乾燥除湿工法

◆◆除湿器の設置除湿器の設置

◆市販されている使い捨て除湿材の使用◆市販されている使い捨て除湿材の使用

◆調湿機能のある壁紙・石膏ボードの使用◆調湿機能のある壁紙・石膏ボードの使用

結露の治し方
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表面昇温工法表面昇温工法

◆◆結露は水蒸気量と温度の関係で発生するた結露は水蒸気量と温度の関係で発生するた
め、同じ水蒸気量でも部屋の温度が高いほどめ、同じ水蒸気量でも部屋の温度が高いほど
発生しにくくなる。非暖房室が発生しやすい発生しにくくなる。非暖房室が発生しやすい
のはこのためである。のはこのためである。

◆全館暖房や窓の二重サッシ・ペアガラスの採◆全館暖房や窓の二重サッシ・ペアガラスの採
用が有効。用が有効。

結露の治し方
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断熱工法断熱工法

◆◆断熱が不足している部分は、温度が低くなり、断熱が不足している部分は、温度が低くなり、
結露が発生する。結露が発生する。

◆断熱不足の箇所を改修する。◆断熱不足の箇所を改修する。

◆鉄骨系の骨組みの部分はヒートブリッジとなり◆鉄骨系の骨組みの部分はヒートブリッジとなり
やすいため、断熱補強が重要。やすいため、断熱補強が重要。

◆押入れの外周壁面は、高断熱化が必要。◆押入れの外周壁面は、高断熱化が必要。

結露の治し方
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住まい方の工夫住まい方の工夫

◆◆結露防止は、住まい方も重要。水蒸気発生結露防止は、住まい方も重要。水蒸気発生
に配慮しなければ、どんな高断熱住宅でも、に配慮しなければ、どんな高断熱住宅でも、
結露は発生する。結露は発生する。

◆ポイント◆ポイント

・水蒸気の発生を抑える。・水蒸気の発生を抑える。

・換気に配慮する。・換気に配慮する。
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